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医王寺十七夜 % ⑮@⑨⑧ (8月1日現在)

人口 男 女 世帯数

10，861人 5，150人 5，711人 3，573戸
(+20) (+5) (+15) (+9) 
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ドイツ大好き/

イ
ツ
臼
[o 
司
同

中
央
公
民
館
英
会
話
教
室
生
が
自
ら
企
画
し
、
英
会
話
教
室
講
師
の
ク
ラ
ウ
ス
先
生

の
ふ
る
さ
と
ド
イ
ツ
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ス
先
生
の
全
面
的
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
旅
で
す
が
、
教
室
生
ら
は
、
ド
イ
ツ

人
の
生
活
に
直
に
触
れ
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
遣
い
を
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
英
会
話
教
室
生
の
大
西
保
さ
ん
(
保
免
)
に
レ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
ヘ
到
着
後
、

く
待
望
の
高
速
道
路
ア
ウ
ト

パ
l
ン
へ

。
よ
く
ド
イ
ツ
の
森

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
通
り
で

あ
る
。
森
の
中
に
町
や
村
が
、

公
園
が
、
住
居
が
と
言
っ
た
感

じ
で
あ
る
。

初
日
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
、
原

酒
ビ

l
ル
が
飲
め
る
教
会
。
パ

ス
を
降
り
る
と
す
ず
し
い
。

二
O
度
程
か
な
。
こ
こ
に
は
日

本
人
が
居
な
い
。
私
達
が
大
勢

の
中
で
興
味
を
持
っ
て
見
ら
れ

て
い
る
感
じ
。
し
か
し
温
か
い

雰
囲
気
。

ジ
エ
ス
チ
ャ

l
で
や

大
」
つ
手
、

り
取
り
し
な
が
ら
、

l
t
入
り

の
ピ

l
ル
陶
器
で
ま
ず
カ
ン
パ

イ
と
な
っ
た
。

再
度
パ
ス
に
乗
り
常
宿
に
す

る
ホ
テ
ル
ヘ
。
「
バ
イ
エ
ル

ン
川

オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ヒ
テ
ル
ス
・
バ

ッ

ハ
村
」
到
着
。

大
き
な
教
会
の
あ
る
小
さ
な

村
。
裏
庭
か
ら
は
、
広
が
る
大

草
原
、
遠
く
に
見
え
る
丘
、
北

海
道
を
大
き
く
し
た
様
な
感
ピ
。

デ
ィ
ナ
ー
は
、
ク
ラ
ウ
ス
先

生
の
友
人
六
名
と
の
交
流
会
。

さ
っ
そ
く
英
会
話
。
私
達
企
業

人
、
中
学
の
先
生
、
大
学
生
、

高
校
生
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
付
き

の
質
問
、
質
問
。
相
手
の
回
答

が
充
分
に
判
ら
な
い
。
ま
あ
、

こ
ん
な
事
だ
な
あ
と
納
得
、
理

A 



ドイツ大好き/

解
。
『
日
本
語

1
英
語

1
ド
イ

ツ
語
』
(
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
聞

は
、
ま
っ
た
く
ダ
メ
)
こ
こ
で
、

国
際
人
に
な
る
為
に
は
、
交
流
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
接
点

は
、
国
際
共
通
語
の
英
語
。
ま

だ
ま
だ
だ
な
あ
!
と

一
言
つ
ぶ

や
く
。も

う
午
後
九
時
三
十
分
な
の

に
、
ま
だ
外
が
明
る
い
。
な
か

な
か
ベ
ッ
ド
で
寝
つ
か
れ
な
い
。

翌
朝
五
時
に
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ー

ス
ト
。
パ
ス
に
乗
り
込
み
、
南

ド
イ
ツ
、
ア
ル
プ
ス
地
方
へ
。

ま
た
も
や
、
ア
ウ
ト
パ

l
ン

を
走
る
。
車
上
に
自
転
車
二
台
、

四
台
と
積
ん
だ
車
ゃ
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ

l
が
多
い
。
道
路
の

横
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
路
が
完

備
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
、
朝
六
時
出
発
。
又
南

下
で
、
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
ヘ
。

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
城
壁
に

固
ま
れ
た
、
赤
い
屋
根
と
石
畳

の
中
世
都
市
、
ネ
ル
ト
リ
ン
ゲ

ン
・デ
ィ
ン
ケ
ル
ス
ピ
ユ
|
ル

・

ロ
l
デ
ン
ブ
ル
グ
o

そ
こ
は
ま

る
で
、
む
と
、
ぎ
の
国
の
様
式
。

教
会
、
広
場
、
届
先
の
テ
ン
ト
、

花
い
っ
ぱ
い
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
。

私
達
メ
ン
バ
ー
が
歩
い
て
い
て
、

何
か
日
本
と
違
う
。
ま
ず
自
動

販
売
機
が
ゼ
ロ
。
ゴ
ミ

・
空
き

カ
ン

・
ビ
ン

・
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
な
ど
、
路
上
に
は
ま
っ
た
く

作品い。ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー

の
良
い
事
に
は
、
お
ど
ろ
き
で

あ
る
。
歩
行
者
の
手
前
で
、
静

か
に
停
止
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

一
切
聞
か
れ
な
い
。
あ
あ
な
ん

て
人
に
や
さ
し
い
の
だ
ろ
う
。

日
本
も
、
こ
う
言

っ
た
工
夫
が

研
究
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い

宇土
7
0

今
日
は
、
フ
リ

l
タ
イ
ム
。

午
前
十
時
出
発
ま
で
の
問
、
村

内
を
散
歩
。
こ
こ
も
ゴ
ミ
類
、

タ
バ
コ
類
、
ピ
ン

・
カ
ン
類
、

全
く
な
し
。
見
聞
き
す
る
と
、

ゴ
ミ
箱
(
車
つ
き
の
移
動
式
)
、

ピ
ン
(
色
付
き
、
透
明
)
、
ポ
リ

容
器
な
ど
、
完
全
分
別
回
収
。

ゴ
ミ
の
無
焼
却
制
度
な
ど
、
さ

す
が
、
環
境
の
モ
デ
ル
国
の
姿

が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

カ
ジ
ノ
と
温
泉
の
町
、
パ
ド
・

キ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
の
公
園
は
た
い

へ
ん
美
し
い
所
で
す
が
、
も
う

一
つ
感
心
し
た
の
は
、
大
勢
の

方
が
、
ベ
ン
チ
で
会
話
ゃ
く
つ

ろ
ぎ
の
時
間
を
、
た
っ
ぷ
り
と
、

ゆ
っ
く
り
取
っ
て
お
り
、
整
然

と
し
て
い
る
様
で
し
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
、
早
い
デ
イ

ナ
ー
を
と
っ
た
後
、
外
に
出
る

と
、
草
原
を
父
母
、
子
供
達
が

サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
毎

日
、
こ
ん
な
姿
を
い
た
る
所
で

見
る
に
つ
け
、
家
族

一
体
で
健

康
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
る
姿
は
、
た
い

へ
ん
立
派
だ
な
と
感
ビ
た
。

忘
れ
て
い
た
日
本
の
姿
を
、

こ
こ
に
見
た
様
に
思
い
ま
す
。

同
じ
敗
戦
国
で
も
、
ず
い
分

の
市
逗
い
が
:
:
:
。

お
金
を
掛
け
な
い
、
時
間
を

掛
け
る
遊
び
、
身
体
を
使
う
遊

び
、
自
然
と
対
話
の
遊
び
、
家

族
聞
の
遊
び
な
ど
、
今
後
、
日

本
が
い
や
川
内
町
が
め
ざ
す
方

向
が
一
不
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
最
終
日
。
ホ
テ
ル

の
皆
様
に
別
れ
の
挨
拶
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
、
温
か
い
心
も
、
広

い
心
も
、
充
分
に
い
た
だ
き
後

に
し
た
。

最
後
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
、
グ

リ
ム
童
話
ゆ
か
り
の
地
、
メ
ル

ヘ
ン
街
道
の
拠
点
、
シ
ユ
タ
イ

ナ
ウ
。
さ
あ
、
お
土
産
の
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
町
の
肉
屋
さ
ん
ヘ
直

行
す
る
私
達
で
す
。
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
と
、
薬
屋
さ
ん
ヘ
。

な
ん
と
、
お
ど
ろ
き
、
こ
ん

な
所
で
日
本
人
の
か
わ
い
い
奥

様
が
頑
張
っ
て
い
る
。

何
か
ド
イ
ツ
国
は
、
日
本
人

を
引
き
寄
せ
る
何
物
か
が
存
在

す
る
、
そ
ん
な
想
像
ま
で
し
て

し
ま
う
。
手
に
重
い
程
の
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
買
い
込
み
、
ニ
コ
ニ

コ
顔
の
皆
ん
な
。
そ
の
足
で
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
ヘ
。
長
時

間
の
空
の
旅
に
着
き
、
ド
イ
ツ

国
を
後
に
し
た
。

又
来
た
い
国
ド
イ
ツ
。
溢
か

さ
が
伝
わ
る
人
格
、
絵
に
な
る

風
景
、
さ
よ
う
な
ら
/

ド
イ
ツ
と
の
交
流
を
考
え
て

い
る
ク
ラ
ウ
ス
先
生
に
、
メ
ン

バ
ー
全
員
で
何
ら
か
の
協
力
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る
メ

任
期
満
了
に
伴
う
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
は
、
七
月
二
日

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
十

三
人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無

投
票
と
な
り
、
同
月
七
日
の
選

挙
会
で
次
の
と
お
り
当
選
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
つ
で
、
同
月

二
十
五
日
に
は
、
改
選
後
初
の

農
業
委
員
会
が
聞
か
れ
、
会
長

に
三
津
山
恵
生
氏
が
、
会
長
職

務
代
理
に
は
三
河
吉
明
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

(
届
出
順
定
数
十
三
人
)

菅

野

潔

(

八

幡

)

近

藤

由

(則
之
内
)

本

郷

孝

(

和

田

丸

)

宮

本

敏

(

北

八

幡

)

渡

部

介

(西
之
側
)

越

智

正

(

宮

西

)

松

本

巳

(

西

古

市

)

今

井

和

(川

筋

)

細

川

春

(

高

木

)

寺

川

治

(

河

音

田

)

大

石

雄

(

鳥

の
子
)

高
須
賀
則
(
惣
田
谷
上
)

中

島

将

(

土

谷

)

茂武義哲健清正一義健

選
任
に
よ
る
委
員

三
人
も
決
ま
る

農
業
委
員
会
の
委
員
は
「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
選
、
挙
に
よ
る
委
員
と

町
長
の
選
任
に
よ
る
委
員
で
構

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
が
選
任
す
る
委
員
は
、

町
議
会
の
推
薦
を
受
け
た
学
識

経
験
者
の
方

一
人
と
、
農
業
協

同
組
合
の
推
薦
を
受
け
た
農
協

理
事
の
方
二
人
の
三
人
と
な
っ

て
お
り
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ

宇
品

1
u
h
~

。

町
議
会
推
薦
の
委
員

成

川

耕

造

(

上

農
業
協
同
組
合
推
薦
の
委
員

三

津

山

恵

生

(西

組

)

三

河

吉

明

(

土

谷

)

農業委員会

とは?

砂

今
日
ほ
ど
、
農
業
委
員
会

活
動
に
大
き
な
関
心
と
期
待

が
寄
せ
ら
れ
た
時
代
は
な
い

で
し
ょ
う
。

わ
が
国
の
農
業
と
農
政
は
、

現
在
、
大
き
な
転
換
期
・変
革

期
に
さ
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。

生
業
的
な
自
作
農
に
よ
る
戦

後
の
農
業
生
産
体
制
(構
造
)

が
、
経
済
の
高
度
成
長
と
と

も
に
成
り
立
た
な
く
な
り
、

も
は
や
、
こ
う
し
た
農
業
生
産

構
造
の
ま
ま
で
は
、
農
業
の
再

建
は
お
ろ
か
、
地
域
農
業
の
再

生
産
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
、
今
日

の
わ
が
国
農
業
の
姿
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
た
い
し

て
、
地
域
の
農
業
構
造
の
変
革

を
通
じ
て
、
今
日
の
社
会
経
済

条
件
の
下
で
経
営
的
に
成
り
立

つ
農
業
の
確
立
を
急
、
ぎ
、
二
十

一

世
紀
に
向
け
て
地
域
農
業
の
再

建
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
を
中

心
的
に
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、

農
業
委
員
会
へ
の
期
待
と
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
に

よ
る
民
主
的
手
続
き
で
あ
る
選

挙
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
委
員
を

中
心
に
構
成
し
、
運
営
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
「農
業
者
の
代
表
」

と
し
て
の
自
負
と
責
任
感
に
基

づ
い
て
地
域
農
業
の
将
来
展
望

を
切
り
開
い
て
い
く
活
動
が
期

待
さ
れ
て
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
土
地
と
人
」
を
中
心
に
地
域
の

農
政
課
題
に
農
業
者
と
と
も
に

取
り
組
み
、
地
域
農
業
の
確
立

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
活
動
の
基
盤
と
な
る
も

の
は
農
地
で
あ
り
、
農
地
法
や

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を

中
心
と
す
る
農
地
の
権
利
移
動
、

農
地
の
流
動
化
の
業
務
を
通
ピ

て
、
優
良
農
地
の
保
全
確
保
と

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
へ

の
利
用
集
積
を
促
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

特
に
集
落
を
べ

l
ス
と
し
た

地
域
づ
く
り
と
、
そ
れ
に
基
づ

く
適
切
な
農
地
利
用
を
図
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
農
業
委
員
会
の
重

要
な
活
動
に
農
業

・
農
業
者
の

利
益
代
表
と
し
て
農
業
者
の
悩

み
や
要
望
に
き
め
細
や
か
に
こ

た
え
て
い
く
「
地
域
の
世
話
役
」

と
し
て
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
農
業
者
の
声
を
政

策
に
反
映
さ
せ
る
と
同
時
に
農

業
者
年
金
、
税
金
、
資
金
な
ど

の
身
近
な
相
談
に
対
応
す
る
日

常
活
動
も
大
変
重
要
な
役
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

• 
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平
成
八
年
度
の
七
月
臨
時
町

議
会
が
、
去
る
七
月
十
九
日
聞

か
れ
、
議
案
一
件
、
推
薦
一
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
又
は
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。補

正

予

算

O
平
成
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算8月10日は道の日で、す

(道路をまもる月間 8/1--....31日)

こんな時、道路管理者への

手続きが必要です。

補
正
総
額

七
百
三
十
三
万
円

補
正
総
額

累
計
総
額

四
、
六
九
九
、
一

O
O千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
町
制
四
十
周
年
記
念
事
業
費

(
夏
ま
つ
り
特
別
補
助
金
)

一
、

0
0
0千
円

・
法
人
町
民
税
過
年
度
還
付
金

四、

0
0
0千
円

・
が
け
崩
れ
危
険
箇
所
再
点
検

七、

一二
三

O
千
円

0看板や日除けをつける時

突出幅は 1m以内と し、歩道のある場

合は高さ2.5m以上、歩道のない場合は

高さ4.5m以上の所に設置しなければ

なりません。とりつけの際には許可を

受けましょう。

0道路に手を加える時

車両の出入口などをつくる時は、道路

管理者の承認が必要です。

Oガードレールや照明灯などを損傷、

汚損した時

道路管理者への報告が必要です。

読
書
感
想
文
の

募
集
に
つ
い
て

一
、
六

O
O千
円
一
読
書
活
動
推
進
事
業
と
し
て
、

一
日
頃
読
ん
だ
本
の
中
で
、
特
に

山
感
銘
を
受
け
た
本
の
感
想
文
を

L

薦

…
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

竹
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

0

0
川
内
町
農
業
委
員
会
委
員
の
一

v部
門
及
び
応
募
資
格

推

薦

に

つ

い

て

一

o
小
学
校
低
学
年
の
部

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

一

o
小
学
校
皇
子
年
の
部

会
委
員
に
、
議
会
推
薦
の
学
識
い

O
中
学
校
の
部

経
験
者
と
し
て
成
川
耕
造
氏
(
各
学
校
を
通
じ
て
応
募
)

(
上
砂
)
を
推
薦
し
ま
し
た
。

O

一
般
の
部

町
内
在
住
の
一
般
町
民

(
高
校
・
大
学
生
を
含
む
)

V
課
題
図
書

感
想
文
の
対
象
と
な
る
本

の
種
類
は
聞
い
ま
せ
ん
o

v広
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す。

V
応
募
用
紙

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
と
し
、
一
行
自
に
「
私

の
感
銘
を
受
け
た
本
」
と

調
査
費

推0重量・幅・高さ・長さなど制限をこえ

て通行する時

一定の制限(幅2.5m、総重量20トン、

高さ3.8m、長さ12m)を超えて、 車両を

通行させる場合には、許可が必要です。

なお、高速自動車国道または、指定道路

は最大25トンまでヲ|き上げられています。

室
田
き
、
次
の
行
に
書
名、

著
者
名
、
発
行
所
名
を
書

く
。
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

職
業
を
必
ず
書
い
て
く
だ

さ
い
。

V
応
募
締
切
及
び
応
募
先

平
成
八
年
十
月
四
日
ま
で

川
内
町
中
央
公
民
館
事
務
局

V
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選
三
点
以

内
、
佳
作
三
点
以
内
と
し
、

広
報
で
発
表
。
入
選
、
佳

作
と
も
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。
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0157 0157 0157 0157 0157 

に気をつけてff
病原性大腸菌0-157は、熱に弱く 750C以上 1分

間の加熱で死滅します。また、市販の家庭用消毒

剤でも容易に殺菌できます。

‘亙置霊霊翠IT
相談窓口を設置しています。予防についてのご

質問や感染の不安がある場合など、最寄りの保健

所に相談してください。電話でも相談をお受けし

ています。

画唾に相談窓口

云中毒予防(J)1三割L-Jコ
・調理のときは、中まで CP 
十分に加熱しましょう。

感染の不安解消のため、保健所で0-157の検便

を無料で実施しています。まず、ご相談ください。

孟画扇と記玩記医療機関へ|
血液を伴う下痢などの症状のあるときは、すぐ

病院など医療機関で診察を受けてください。

-飲料水(特に井戸水、

受水槽など)の衛生管

理を徹底しましょう。

-手や食器をよく洗い、

消毒しましょう。

抵抗力の弱い人が重症

になりやすいので、睡眠

を十分にとるなど健康管

理に気をつけて、体力の

低下を防ぐことも大切で

す。

飲
用
の
井
戸
と
受
水
槽
の

検
査
を
い
た
し
じ
よ
う
/

病
原
性
大
腸
菌
等
に
よ
る
感
染
症
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

飲
用
の
井
戸
や
受
水
槽
よ
り
供
給
さ
れ
る
飲
用
水
は
、
こ
の

感
染
症
の
原
因
と
な
る
微
生
物
の
感
染
媒
体
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

飲
用
の
井
戸
に
つ
い
て
は
、
大
腸
菌
群
検
査
を
実
施
し
大
腸

菌
群
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
水
道
に
加
入
す
る
か
、
加
入
で
き

な
い
場
合
は
、
必
ず
煮
沸
し
て
か
ら
飲
用
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
受
水
槽
管
理
者
は
残
留
塩
素
に
つ
い
て
検
査
し
、
残

留
塩
素
が
検
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受
水
槽
を
清
掃
し
、
な
お

受
水
槽
に
亀
裂
等
の
傷
み
が
あ
る
場
合
は
直
ち
に
補
修
等
の
対

応
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
検
査
は
、
左
記
の
検
査
機
関
で
で
き
ま
す
。

A
E

ニ

協
二
i

学

二
日

医

一一円
7

防
ニ
町
切

予
ニ
酒
山

県
=
時
間

媛
一
一
日
間

l

愛
一
一
拍
円

人一一・・

法
二
地

団
二
在

財
=
所

一

3
一

戸万健回竺
所在地:松山市北持田町132

イ呆央中山

所
ニ

究
ニ
4

研
=
日
日

ニ
酌
町

7
F

生
二
部
n勺

衛一馬

県
ニ
胤
刊

媛
土
地

二
一
土

愚
主
土
一
昨

一

ρ一

~ 
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消防ポンプ

積載車

引渡し式

7月23日、川内町役場において消防

ポンプ積載車の引渡し式カf行われまし

た。

引渡し式では、森町長より白石団長

ヘ消防ポンプ積載車のカギが伝達され、

続いて団長より、第3分団長、第 8分

団長へ伝達されました。引渡し式終了

後、分団員は、消防ポンプ積載車の使

い方について納入業者から詳しい説明

を受けました。

し
尿
海
化
包
ン
タ
ー

要

繍

工

事

完

成

松
山
衛
生
事
務
組
合
立
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
更

新
工
事
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

松
山
衛
生
事
務
組
合
は
、
し
尿
処
理
事
業
を

広
域
行
政
に
よ
っ
て
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
松
山
市
を
母

体
に
重
信
町
、
川
内
町
、
砥
部
町
の

一
市
三
町

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

処
理
能
力
は
、
日
量
3
5
0
M
(
三
五

O
、九

O
O人
)
の
し
尿
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
は
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
操
業

し
て
い
た
日
量

1
0
0
M
施
設
の
老
朽
化
と
、

公
害
防
止
面
に
配
慮
し
、
更
新
事
業
と
し
て
平

成
五
年
九
月
に
着
工
し
平
成
八
年
三
月
に
竣
工

い
た
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、
現
在
稼
動
中
の
日
量

2
5
0

M
施
設
と
同
じ

「標
準
脱
窒
素
処
理
方
式
」
を

採
用
し
、
処
理
の

一
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、

全
体
3
5
0
M
の
汚
泥
乾
燥
焼
却
設
備
を
設
置

し
た
も
の
で
あ
り
、
総
事
業
費
五
十
二
億
四
、

七

O
O万
円
を
要
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
施
設
の
充
実
に
よ
っ
て
、

B
O
D
、

C
O
D
は
も
ち
ろ
ん
窒
素
、
リ
ン
の
除
去
に
も
安

定
し
た
処
理
体
制
が
確
立
さ
れ
、
自
然
に
や
さ

し
い
施
設
と
し
て
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
ゃ
つ

く
り
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資

を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。



‘一斉美化清掃

7月14日、町内一斉美

化清掃が行われました。

今回は、ごみ捨て禁止

看板を各所に立てて、ご

みの投げ捨て防止を呼び

かけました。

二輪交通安全講座砂

7月20日、四国乳業制本社工場駐車場で、二輪

(オートパイ)の交通安全講座が開催されました。

オートパイを運転する青年22名が参加して安全

運転投術を松山南警察署交通課の白バイ隊員より

学びました。

カコ嘆口

冨 ν鴻ート

‘川内保育園七夕まつり

7月20日、保育園の七夕まつりが開催されました。

夜臣、人形劇、子ども太鼓にくわえ、今年は、ゲ

ゲゲの鬼太郎もまつりに参加し、子どもたちは、大

喜び。

最後にみんなで花火を楽しみました。

公民館交流バレーボール大会砂

7月21日、公民館交流バレーボール大会が

開催されました。

試合結果は、以下のとおりです。

(一部) 0男子

優勝 南方東部公民館

準優勝 町西部公民館

o女子

優勝 南方東部公民館

準優勝 則之内西公民館

(二部) 0男子

優勝

準優勝

O女子

優勝

準優勝

A 

則之内西公民館

北方西部公民館

前松瀬川公民館

南方西部公民館



温泉郡町議会議員

ソフトボール大会惨

第18回温泉郡町議会議員ソフトボール大会

が7月26日、重信中学校グランドで開催され

ました。

試合結果は、以下のとおりです。

優勝 中島町議会チーム

準優勝川内町 ク

第 3位重信町 ク

ょうこそ

木次町スポーツ
少年団/砂

木次町スポーツ少年団40名

が川内町を訪れました。

歓迎式のあとは、民泊先へ

行き、川内町の小学生の家庭

‘第40回愛媛夏季大学

7月26日、元 NHKアナウンサーの金子辰雄さ

んをお迎えして中央公民館で夏季大学が開催され

ました。

「ふれあい人生~NHK のど自慢17年の旅田記

より ~J と題しての講演では、のど自慢大会を通

して人と人との交流の輪カずひろがってゆく話をエ

ピソードをまじえて話されました。

で交流を深めました。翌日は、川上小学校でソフトボール、レ

クリ工ーションバレーボールの交流試合を行い、友好を深めま

した。試合のあとは、いっしょにプールで遊び、昼食には木か

げで;バーベキューを楽しみました。

‘第23回サマスポ大会

8月4日、川上小学校でサマースポーツフェスティ

パルカ官、開催されました。

炎天下、小学生がグランドゴルフにチャレンジしま

したが、結果は以下のとおりです。

(団体の部個人の部)

1位西奇Aチーム 1位大倉惰司(北方西 B)

2位前松瀬川チーム 2位大石聡雄(西奇A)

3位 西奇Bチーム 3位 大下剛史(南方東チャンヒoオン)



ゆ
園
町
四
函
圏
直
面
圏

みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生JIまちの話題JIわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報

係までと一報ください。

ft966-2222有線2111

(下沖)

カ渡部公則さん (64歳)

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
勤
労
者
一

体
育
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
て
い
る
空
手
教
室
で
は
、
子
一

ど
も
た
ち
の
気
合
い
の
入
っ
た
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
一

こ
の
空
手
教
室
を
指
導
し
て
い
る
の
が
渡
部
公
則
一

さ
ん
で
す
。
渡
部
さ
ん
は
、
格
闘
技
が
好
き
で
、
昭
和
一

二
十
三
年
の
高
校
生
の
時
、
県
下
で
最
初
に
ア
マ
チ
ュ
一

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
を
は
じ
め
ま
し
た
つ
松
山
市
体
育
史
」

一

に
記
載
)
。
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
の
草
分
け
的
存
一

在
で
あ
っ
た
渡
部
さ
ん
が
、
そ
の
後
、
取
り
組
ん
だ
一

の
が
空
手
で
し
た
。
体
力
的
に
も
ハ
ー
ド
な
ボ
ク
シ
一

ン
グ
か
ら
生
涯
取
り
組
め
る
空
手
を
昭
和
三
十
六
年
一

か
ら
は
ピ
め
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

空
手
と
と
も
に
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、
釘
な
ど
の
武
器
を
一

使
っ
た
琉
球
古
武
道
も
は
じ
め
ま
し
た
が
、
こ
の
う
一

ち
叙
を
使
っ
た
型
を
す
べ
て
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
の
一

は
、
県
下
で
お
そ
ら
く
渡
部
さ
ん
だ
け
だ
と
か
。
一

歯
切
れ
の
い
い
受
け
答
え
や
き
び
き
び
し
た
所
作
一

に
も
渡
部
さ
ん
の
空
子
魂
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
一

れ
ま
す
。

え
ふ
一
や
美
術
館
て
て
ハ

l
ブ
園

恋
に
生
き
し
人
逆
さ
に
け
り
花
美
蕊

明
易
や
鳥
の
声
聞
き
風
を
聞
き

八
盆
花
の
溢
れ
て
台
さ
香
と
な
れ
り

晴
朗
に
飛
ひ
え
ふ
声
も
出
水
か
な

朝
霧
に
大
化
の
精
気
負
心
っ
き
ぬ

戦
さ
な
さ
八
月
の
天
雲
湧
さ
ぬ

峡
の
田
の
水
面
に
映
ゆ
る
蛍
か
な

山
項
へ
迄
ひ
上
り
く
る
夏
の
霧

刻
ま
れ
し
日
々
の
く
ら
し
や
夏
、衣

さ
さ
ゆ
り
や
こ
の
山
駆
け
し
日
の
遠
く

麦
秋
や
訪
ね
求
る
人
ほ
え
る
え

小
麦
色
の
頬
ふ
く
ら
ま
せ
ソ

l
ダ
水

落
ち
綬
拾
ふ
抽
出
獄
を
仕
掛
け
け
り

波
告F

大
下

大
石 表 川 吟 社

7月例会蝿奇選栄
樹

事量
ロ

文
子

典
子

美
秒、

$ 
b 

聖子
渡
部
て
る
み

美
岬

1
h
仏
・
圃

2吾

da

戎
古t

メ
β 

聖子
宮

崎
花
山

佐
イ白

波
喜F

宇
和
川
悠
起

;e. 

美
代

越
E各

カロ

寿
ヲ音
女

五
月

員周
宅長



三
年
に

一
度
の
夏
祭
り
、

H

医

王
寺
十
七
夜
H

が
八
月
三
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

日
が
沈
み
、
あ
た
り
が
ほ
の
暗

く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
ほ
ら
貝
の

立
日
を
合
図
に
、
明
か
り
を
灯
し
た

船
が
ゆ
っ
く
り
と
医
王
寺
に
向
か

っ
て
進
み
ま
す
。

船
は
、
大
人
が
担
、
ぎ
、
稚
児
さ

ん
に
よ
っ
て
引
か
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

闇
夜
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
船
と

沿
道
の
両
側
の
あ
ん
ど
ん
の
明
か

り
は
幻
想
的
で
荘
厳
で
す
。

や
が
て
、
船
が
医
王
寺
の
境
内

に
入
る
と
、
船
を

中
央
に
据
え
、
庭

狩
が
寺
の
建
築
物

や
庭
な
ど
を

一
つ

一
つ
誉
め
て
ゆ
き

ま
す
。
こ
の
間
答

形
式
の
誉
め
口
上

が
終
わ
る
と
、
大

番
の
口
上
、
踊
り

へ
と
続
き
ま
し
た
。

境
内
を
埋
め
た

人
々
は
、
十
七
夜

祭
の
厳
粛
で
華
や

か
な
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

金、

9awゐ・

純
一
ゆ
題

制
ま
語

医
王
寺

十
七
夜

名
水
の
お
陰
て
は
や
る
峠
茶
屋

頬
張
っ
て
み
た
が
入
れ
歯
で
持
て
余
し

少
し
で
も
い
い
皆
さ
ん
の
為
に
生
さ

お
大
師
の
お
陰
を
も
ら
う
旅
追
悼
崎

皆
さ
ん
の
北
線
集
め
て
披
露
宴

お
陰
様
素
直
に
言
、
え
て
好
か
れ
て
る

信
仰
の
お
陰
誇
り
に
達
れ
が
出
来

お
陰
様
て
ム
ロ
格
出
求
た
二
浪
の
子

皆
さ
ん
は
さ
す
が
と
容
を
持
ち
上
げ
る

バ
イ
キ
ン
グ
お
皿
に
欲
を
盛
り
上
げ
る

球
児
迭
の
お
か
げ
監
督
名
を
上
げ
る

九
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
7月例会喜撰亭選

篠
森
美
登
里

回
申
1

若

本

都
築
登
貴
子

田
野
岡
田
州

平
岡

2家

舟

佐
々
木
胡
舟

山

本

紫
芳

渡
部
佐
久
良

山
本
ひ
ろ
志

向

岡

紫

高
瀬
喜
採
亭

-
九
月
七
日
出
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

・
中
央
公
民
舘
第
三
会
議
室

画

〕

①

文

化

②

橋

③

東

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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四
園
地
区
間
和
教
育
研
究
大
会
に

参
加
し
て

川
上
岬
叫

梅
雨
真
っ
只
中
の
七
月
四
日
、

五
日
の

二
日
間
、
高
知
市
で
約

六
千
人
の
参
加
者
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
「
四
園
地
区
同
和
教

育
研
究
大
会
」
に
参
加
さ
せ
て

項
き
ま
し
た
。

「
四
国
は
ひ
と
つ
」を
合
言
葉

に
、
四
国
四
県
の
連
帯
を
深
め
、

同
和
教
育
の
研
究
と
実
践
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
の
大
会
も
、

今
回
で
四
十
三
回
目
を
迎
え
ま

1
)
ふに
。

「
部
落
解
放
を
国
民
的
課
題

と
し
、
く
ら
し
を
高
め
、
進
路

を
保
障
す
る
実
践
を
ど
の
よ
う

に
す
す
め
て
い
る
か
叫
を
テ
ー

マ
に
、
橋
本
高
知
県
知
事
ら
を

迎
え
て
開
会
行
事
が
ス
タ
ー
ト
。

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
体
会

で
は
、
「
実
践
な
く
し
て
発
言

な
し
」
と
い
う
同
和
教
育
運
動

の
原
点
に
還
り
、
実
践
に
基
づ

い
た
真
撃
な
討
議
に
よ
り
、
部

落
の
完
全
解
放
ヘ
向
け
同
和
教

育
の
実
践
を
さ
ら
に
確
か
な
も

の
に
し
よ
う
と
基
調
提
案
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

典

子

大
会
の
テ
ー
マ
と
基
調
提
案

を
踏
ま
え
、
部
落
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
「
差
別
の
現
実

か
ら
深
く
学
び
」
そ
こ
か
ら
教

育
課
題
を
見
つ
け
、
就
学
前

・

学
校
・
社
会
教
育
の
三
分
野
に

お
い
て
、
子
供
や
保
護
者
、
地

域
の
人
々
の
願
い
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
同
和
教
育
運
動
を
着

実
に
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に

九
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
さ

ら
に
深
く
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
子
供
が
小
学
生
と
幼

稚
園
児
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

就
学
前
教
育
A
の
分
科
会
に
出

席
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
二
日
間
に
わ
た

り
、
四
県
の
幼
稚
園
・
保
育
園

の
現
場
職
員
の
方
よ
り
問
題
提

起
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
質
疑
や
意
見
交
換
を
持
ち

ま
し
た
。

人
権
に
対
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
い
る
は
ず
の
な
い
乳
幼

児
に
つ
い
て
の
教
育
を
し
て
い

る
た
め
か
、
直
接
関
係
の
あ
る
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仲

間
意
識
な
ど
の
芽
生
え
る
世
代

に
接
す
る
苦
労
を
し
み
じ
み
と

感
ピ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
子
供
達
は
何
の
気
な
し
に

友
達
と
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
、

相
手
を
決
め
つ
け
た
り
、
疎
外

し
て
み
た
り
し
ま
す
が
、
相
手
を

傷
つ
け
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に

す
る
こ
と
が
い
け
な
い
こ
と
だ

と
気
づ
か
せ
る
こ
と
、
ま
た

一
緒

に
話
し
合
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仲
間
と
し

て
の
気
持
ち
を
養
い

「人
権
感

覚
」
を
育
て
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
親
と
し
て
注
意
す
べ

き
こ
と
と
し
て

「家
庭
の
在
り

方
が
子
供
の
価
値
基
準
や
判
断

基
準
を
つ
く
る
」
こ
と
、
「
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
供
の

心
の
中
に
差
別
意
識
を
ふ
き
込

ん
で
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

日
々
平
隠
に
流
さ
れ
て
い
る
自

分
が
何
気
な
く
そ
う
い
っ
た
こ

と
に
加
担
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
深
く
自
省
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。わ

ず
か
二
日
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
各
県
で
真
剣
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
様
子
を
目
に
し

て
、
私
自
身
人
権
意
識
が
高
め

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
人

権
教
育
に
向
か
い
合
う
こ
と
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

~êll] 

こ
の
写
真
は
、
町
制
施

行
叩
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド

の
時
の
も
の
で
す
。

川
内
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
町
内
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
が
、
出
発
前
に

当
時
の
大
窪
晴
市
町
長
を

囲
ん
で
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
¥
写
真
提
供
/
斉
院
之
木
/

/
高
須
賀
嘉
隆
さ
ん
L

A 
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心
と
か
ら
だ

い
き
い
き
教
室

ー
サ
マ
l
スク
ー
ル
ー

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
児

成
人
病
を
予
防
し
よ
う
と
「
心

と
か
ら
だ
い
き
い
き
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の

三
日
間
、
検
診
の
結
果
、
成
人へ

運
動
不
足
の
解
消
な
ど

親
子
で
勉
強
し
ま
し
た
。

初
日
の
八
日
は
、
愛

媛
大
学
医
学
部
教
授
の

貴
田
先
生
よ
り
、
小
児

成
人
病
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
説
明
を
受
け
、

さ
っ
そ
く
、
ボ
デ
ィ
ー

チ
ェ
ッ
ク
。
身
長
、
体

重
の
ほ
か
血
圧
、
エ
コ

l
、
体

脂
肪
な
ど
の
測
定
後
、
背
筋
力

な
ど
の
体
力
測
定
も
行
わ
れ
ま

〆病
予
備
軍
と
思
わ
れ
る
児
童

・

生
徒
と
保
護
者
約
五
十
人
が
参

加
し
て
、
食
生
活
の
あ
り
方
や

し
た
。
食
生
活
ゃ
か
ら
だ
の
し

く
み
の
お
話
の
後
は
、
体
育
館

で
汗
を
流
し
、
翌
日
は
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
や
水
泳
を
楽
し
み

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
み
ん

な
で
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
成
人
病

に
つ
い
て
し
っ
か
り
勉
強
す

る
こ
と
で
、
普
通
の
人
よ
り
、

成
人
病
に
な
り
に
く
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

砂桜学級‘
3班に分かれて町議会を傍聴します。時間に遅れないよう役場へ

ご集合ください。

砂EM勉強会‘ 9月7日出午後 1時中央公民館大ホール

琉球大学 比嘉照夫教授 (EM菌開発者)をお迎えして講演してい

ただきます。こんな機会はもうありません。万障お繰り合わせて

ご参加ください。

砂9月EMボカシづくり‘9月29日(日)午後7時半中央公民館3階学習室

ナイロン袋を持って、 皆さんおさそい合わせてご参加ください。

購
入
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

EFボ

喜理ラ
三邑苓
言与ア

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

八
月
五
日
、
川
内
町
理
容
組

合
の
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
名

が
、
独
居
老
人
や
高
齢
者
世
帯
、

ね
た
き
り
の
方
を
ま
わ
っ
て
散

髪
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
八

月
と
十
二
月
の
年
二
回
、
散
髪

の
奉
仕
活
動
を
し
、
す
っ
き
り

と
し
た
気
持
ち
で
お
盆
と
お
正

月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
は
ピ

ま
っ
た
も
の
で
す
。

待
ち
か
ね
て
い
た
お
年
寄
り

は
、
ボ
サ
ボ
サ
頭
が
す
っ
き
り

頭
に
な
っ
て
ゆ
く
に
し
た
、
が
い
、

笑
顔
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。• ' .‘ 滑川にて

企

~" 
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己主手金口募集口相談 口月間 口ごぞんじですか

の
う
え
、
松
山
市
一
番
町
4

丁
目
1
の
5

愛
媛
弁
護
士

ム五

(
2
9
4
1
・6
2
7
9
)

圃

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

圃
健
康
づ
く
り
標
語
の
一

圃

一
口
締
切

一
る
と
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
一
歳
ま
で
は
支
給
が
停
止
さ
れ

-

募

集

一

9
月
日
日
幽
先
着
優
先

一
の

割

合

は

生

涯

変

わ

り

ま

せ

ん

。

一

ま

す

。

一

口

テ

l
マ

一
口
実
施
日

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
一
口
第
2
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
一
運
動

・
栄
養
・
歯
な
ど
テ

l

一
日
月
、
ロ
月
、

2
月
の

3
回

圃

一
な
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一

と
き
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
一
マ
は
自
由
で
す
。

一

実
施
予
定
。
(
裁
判
期
日
の
都

圏
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

圃

一

が
あ
り
ま
す
。

一

は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

一
口

応

募

方

法

一

合

な

ど

を

み

て

決

め

ま

す

)

圃
上

げ

は

、

よ

く

考

え

て

一

国

一
口
繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
、

一
口
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
で

一

応
募
数
は
自
由
で
、
作
品
に
一
口
定
員

圃
請
求
し
ま
し
ょ
う

圃

一

障

害
に
な

っ
た
場
合
で
も
、

一

き

な

く

な

り

ま

す

。

一

は

、

住

所

・

氏

名

・

年

齢

を

一

各

回

初

名

(

合

計

で

印

名

)

国
民
年
金
の
う
ち
、
老
齢
基
一
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
る
こ
一
あ
な
た
の
老
後
を
支
え
る
大
一
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
口
通
知

礎
年
金
を
受
給
す
る
年
齢
は
町

一

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
切
な
年
金
で
す
。
よ
く
考
え
て
一
口
応
募
の
締
切
日
及
び
提
出
先

一

具
体
的
な
実
施
日
が
決
ま
っ

歳

で

す

。

一

口
寡
婦
年
金
は
繰
り
上
げ
請
求

一
請

求

し

ま

し

ょ

う

。

一

9

月

初

日

開

ま

で

に

川

内

町

一

た
と
き
、
日
時

・
場
所
な
ど

し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
制
一
を
す
る
と
受
け
る
こ
と
が
で

一

詳
し
く
は
、
川
内
町
役
場
福
一
大
字
南
方
2
8
6

川
内
町
一
を
当
選
者
に
通
知
し
ま
す
。

度
が
あ
り
、
希
望
者
は
印
歳
か
一
き
な
く
な
り
ま
す
。
一
祉
課
国
民
年
金
係
で
ご
相
談
く
一
役
場
福
祉
課

(
E
9
6
6
・

一
(
落
選
者
に
は
と
く
に
通
知

ら
臼
歳
ま
で
の
聞
に
年
齢
を
繰

一
口
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

一
だ

さ

い

。

一

2
2
2
2
、
内
線
也
、
有
線
一
し
ま
せ
ん
。
)

り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

一

の
加
入
期
間
が
あ
る
人
に
、

一

二

2
1
3
3
)
へ
お
送
り
く
だ

ま
す
。
普
通
よ
り
早
く
年
金
を

一

切
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
別

一

一

一

さ

い

。

一
圃
え

ひ

め

女

性

受

け

る

こ

と

に

な

る

の

で

す

か

一

支

給

の

老

齢

厚

生

年

金

ま

た

一

一

口

入

選

発

表

及

び

表

彰

一

一一
フ

工

ス

テ

イ

パ

ル

濁

ら

、

年

金

を

受

け

る

年

齢

に

よ

っ

一

は

退

職

共

済

年

金

は

、

繰

り

一

一

日

月

下

旬

に

本

人

に

通

知

し

、

一

圃
イ

ベ

ン

ト

企

画

募

集

て
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
一
上
げ
請
求

し

た

と

き

か

ら

町

一

一

表

彰

状

と

記

念

品

を

贈

呈

。

一

口

内
容

例

え

ば

、

印

歳

で

受

け

取

り

一

歳

ま

で

は

支

給

が

停

止

さ

れ

一

二

一

男

女

共

同

参

画

の

社

会

づ

く

を
開
始
す
れ
ば
、
日
歳
で
受
け
一
ま
す
。

一

二

回
裁

判

傍

聴

者

募

集

一

り
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト

取
る
場
合
の
日
%
の
年
金
額
に
一
口
遺
族
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族

一

一
一
圃

一
口
応
募
資
格

な
り
ま
す
。
(
下
表
参
照
)
一
共
済
年
金
を
受
け
て
い
る
人

一

二
口
申
込
方
法

一

企
画
を
自
主
的
に
運
営
実
施

こ
の
よ
う
に
、
老
齢
基
礎
年

一

が

、

老

齢

基

礎

年

金

の

繰

り

一

一

ハ

ガ

キ

に

住

所

・
氏
名

・
年

一

で
き
る
県
内
の
女
性
を
主
体

金
は
繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す

一

上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
町

一

一

齢
・職
業
・電
話
番
号
を
明
記

一

と
し
た
グ
ル
ー
プ

11 
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繰り上げ請求
支給率

したときの年齢

60 歳 58% 

61 歳 65% 

62 歳 72% 

63 歳 80% 

64 歳 89% 

A 

11 
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口
イ
ベ
ン
ト
助
成
金

入
選
企
画
(
優
秀
賞
2
点
)
に

は
、
日
万
円
を
限
度
に
助
成

口
イ
ベ
ン
ト
実
施
日

ロ
月
6
日
又
は

7
日

口
応
募
締
切
日

9
月
初
日

口
応
募
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

口
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
0
・
7

0

県
庁
内

側
え
ひ
め
女
性
財
団
「
イ
ベ

ン
ト
企
画
係
」

(
2
9
3
4
・

5
1
1
1
)
 

園
高
齢
者
の

国
人
権
問
題
に
関
す
る

聞
包
時
間
電
話
相
談

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、
独

居
、
社
会
参
加
等
高
齢
者
の

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

一
口
日
時

9
月
ロ
日
附

9
時

1
乱
時

一
口
電
話
番
号

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

ハU
1
ょっ
ω
ハU
・ハ
U
ワ
E
b
・
亡d
「

D
n
v

十
口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
弁
護
士

・

法
務
局
職
員

一
口
主
催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

---合門

φ

圃
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

圃

9
月

1
日

1
9月
初
日

9
月
は
、
「
障
害
者
雇
用
促

一
進
月
間
」
で
す
。

当
所
で
は
、
関
係
機
関
・
団

一
体
等
の
協
力
を
得
て
障
害
者
の

一
雇
用
促
進
の
た
め
の
運
動
を
積

一
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
が

一
働
く
職
場
を
得
て
社
会
参
加
が

一
で
き
ま
す
よ
う
、
事
業
主
を
は

一
じ
め
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理

一
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
l
ク
松
山
(
松
山
一

公
共
職
業
安
定
所
)

8
9
3
2
・
1
0
1
0

.
無
保
険
車
を
な
く
そ
う
一

圃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

聞

9
月

1
日

1
9月
初
日

無
保
険
車
の
な
か
に
は
車
検

一

一
切
れ
と
と
も
に
保
険
(
共
済
)
の

一
期
間
切
れ
に
気
づ
か
な
い
ケ

l

一

一
ス
や
、
車
検
が
な
い
ミ
ニ
パ
イ
一

一
ク
等
の
場
合
は
、
保
険
(
共
済
)
一

一
の
期
間
切
れ

に
気
づ
か
な
い
一

一
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
無
保
一

一
険
(
無
共
済
)
で
死
傷
事
故
で
も
一

一
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
一

一

で

す

。

一

ま
た
、
自
動
車
及
び
バ
イ
ク
↑

一
に
は
自
賠
責
保
険
(
共
済
)
ヘ

一
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

一

一
れ
て
お
り
、
無
保
険
(
無
共
済
)
一

一
で
走
る
と
、

6
カ
月
以
下
の
懲
一

一
役
、
ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
一

一
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点
と
一

一
な
り
、
免
許
停
止
処
分
の
対
象

一

一
シ」介。

nノ
土
4

エ9
0

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て

い
た
ら
、
早
急
に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
一

①給て置費進を施方よ職 一一一一一一ー
等単さ、を用す行設)つ中企助障事

自重 2湾震直 Zz芸員五量禁成害差
金害制よすをめり備用体務、制者の

者度うる伴 に、のを障災中度雇皆
作でな事う支 職 設 継 害 害 淫 同声
業す助業職給場置続者や障 忽え
施。成主場額復又すに疾害 希匝〈
設 金に適 以帰はるな病者 結、
設 が対応上 を 整 た つ 等 'IY"

置 支し措 の促備めたに在

口内採フ 一一一一一一一一 口 成 人 通 ② 
フを血リ平電巡移 8 協(初間金れビま つ支助量
リ実車 l成話回動月 会愛い制たてたき給成度
l施巡ダ 8 案ス採 1 亙媛合度場新、月額金中

7i要4f内ケ血E :52z合E主主片 言
ヤすケル月開ジ車 り l 害先りも障職円障 害

ジに 1 t台ユ ・者 ま、害業す 口
ユよ日・ 7雇 す各者安品者 職

jlゑt lL jz 。罪主書士天 童
案 動 、 ~進 助いを に応

種

施
設
や
設
備
の
設
置
、
整

備
に
要
す
る
費
用
の
%

限
度
額
は
、
障
害
者
一
人

に
つ
き
4
5
0
万
円

。U
1
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μ
内
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月
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第第 2種

施
設
や
設
備
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賃
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要

す
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費
用
の
%

限
度
額
は
、
障
害
者

一
人

に
つ
き
月
初
万
円
(
3
年
)
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口イベント口講鹿

‘EM技術による健康づくり講演会のご案内砂
婦人会では、平成 6年度からボカシを利用した生ゴミの減量運動を進め、

EM技術普及に努めているところです。

この度、 EM菌の開発者である琉球大学比嘉照夫教授を講師に迎え 'EM

技術による健康づくり」をテーマに下記の予定で講演会を開催いたします。

多数のご聴講をI頁きますようご案内いたします。

[講師の紹介]

1941(昭和16)年沖縄県生まれ。琉球大学農学部農学

科卒業の後、九州大学大学院農学研究博士課程修了。

1970年に琉球大学講師として勤務。 1971年に同大学

助教授を経て1982年より現職。氏は'EMJの研究に

より世界的に知られ、世界各国でEMの普及及び技

術指導にあたっている。主要著書に「微生物の農業

利用と環境保全J(農文協:1990年)、「地球を救う大

変革J(サンマーク出版:1994年)、「本物の世紀J(共

著、 PHP研究所 :1994年)、 'EM環境革命J(総合ユ

ニコム :1994年)がある。このEM技術は現在まで

に日本を含め51カ国に広がり、ビジネスだけでなく

政府レベルでも色々な分野で応用されている。

b日 時 平成 8年 9月7日(土)

午後 1時 ~

b 場所 川内町中央公民館大ホール

b 講師 琉球大学農学部教授比嘉照夫

[>5寅題 'EM按術による健康づくり」

[現在] ・(財)自然農法国際普及実行委員会委員長
・アジア太平洋自然農法ネットワーク会長
・(財)地球環境財団理事長
・(社)日本の水を きれいにする会学術顧問
・(財)自然農法国際研究開発セ ンタ一理事
・(財)日本花の会技術顧問
・日本レーザ一治療学会理事
・農林水産省 ・建設省提唱「花の町づくり全国
コンクール」審査委員長その他、園、県の各
種委員を多数歴任

ワ戸キ益出与ヰ与とZ-h↓

白日 時 9月7日出午後 1時~午後 4時30分
口場 所県生涯学習センター(松山市上野町甲650)
口主 催社団法人日本ワーキング・ホリデー協会

口後 援愛媛 県

口開催内容 (1)ワーキング・ホリデー制度の概要説明

(2)渡航アドバイス

(3)ワーキンク・ホ リデーに関する情報提イ共

口参加費用 1，500円(当日、会場でお支払いくださいJ
口申込方法 往復ハガキに「松山地区のワーキンク・ホリ

デー ・オリエンテーションに参加申込み」を

明記し、住所、氏名、性別、年齢、職業、電

話番号、希望訪問国を記載し、 9月2日(月)ま

でに下記宛送付。

口 申込先 〒590-01大阪府堺市三原台2-3-1
大阪府勤労青少年会館 2F

社団法人日本ワーキンク ・ホリデー協会大阪支所

TE L 0722-96-5741 
口問い合わせ先 各地方局商工労政課又は県庁労政訓練課まで

;ワーキンク・ホリデー制度とは.日本の若い人々がオースト i
iラリア、ニュージーランド、カナダの 3国で最長 1年間、異 i
iなった文化の中で休暇を楽しみながら滞在費や旅行資金を補 i
iうため、現地で付随的に働くことが認められる制度です。
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マ一ア口

口応募資格愛媛県内在住者

口応募期間 8 月 19 日 ~9 月 27 日

口問い合わせ先

応募方法、申込書請求など詳しい

ことは、下記まで

干790松山市久米窪田町337-1

テクノプラザ愛媛内

社団法人発明協会愛媛県支部

ft 960-11 03 FAX 960-1106 

A 
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@/ーへ窓
口有線電話異動口こみ収集日程口戸籍の窓

. 
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画三日
白保

- 免
戸

3 
2 
7 
8行鳥

=川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (7月中)=

脱 退=:==JI f~ ~~ I C-移 転|置言語
渡横野西柴西柴東 (高茶 伊森 高則 (利保

部1中z団員団Z I瀬堂 日藤 F7U E佐免
5 ~"'5 5 5 3き 30上 29谷 3L担
9昭 2保 4光 1光 7会美 "7 ~さ文 6 ~ t清 2';七
6 0 9 72場代 7 と~ 4 と~ 7万油
9彦 8 夫 9 司 1 司 9~子 8 昭 8 4 ~庖

宮 966-4989有線3130口清掃センター9月こ.み収集計画表

00000 ちえI~ごみ 00000

収集曜日 リヌ 集 I惣 t戒 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

9月16日(月)を17日(火)に収集
土谷・滑J.l1.天神・鳥の子 ・横灘団地

毎 ー帽申--干量制・ー柑ー---ーーーー ーーーーーーーーーーーーー 一一一一「ーーーーーーーーーー』一ー-ー一一ーーーーー占ーーーーー一一千一司司 9月23日(月)を24日(火)に収集
木 井内

火・金 北方・南方
---・-----ーーーー・4亭鴨胃司 ーーーーーー-，ーー一ーーーーーーーーーーーーーーーー・ー~ー『守ーーーーーーー 一一ーーー・・・・・ーー・・ーーーー目

遇
火 奥松瀬川

変更なし

水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)
町筋(天神を除く)

xxxxxちえ，怠いごみ・粗大ごみ xxxxx

収 集 I也 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 組大ごみ

東奇・西奇(井内を除く)
9月9日(月) 9月30日(月) 9月19日(木)

天神・鳥の子・横灘団地

北方 ・南方・奥松瀬川 9月10日(火) 9月27日(金) 9月17日(火)

前松瀬JI¥(鳥の子を除く)
9月11日(水) 9月25日(水)

町筋(天神を除く) 9月18日(水)

井内・土奇・滑川 9月12日(木) 9月26日(木)

旦
国
圃
国

ム
M

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西 方7Tぞt、: 下 市 刀く f呆 原 イ呆 上
住

中 海 森 ホオ市てこ 車干

キす 堂 上 場 里子 免 I中 免 屋 砂
所

楠 3イ~ 桐 岡 i可 仙 τ仁土ヨ工 f山 田 白 丹 中公 渡
井 生 f呆

岡 田 山 田 里子 j皮 ヰfi皮 里子 井 Ih コ1 下 音E
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章 育 宏 ぺ申J山 里 J申'"、 晃 弘 幸 義 要
者

E ヨ 言己 1専 美 司 晃 白日 成 司 輝

手口宇 E里η 穂iま将i拓?結ゅ かす 紘i
j者!

玲f華か 若小手た一 貴5名
乃の

輝き 奈な 花カ1 定、じ 己み 衣t，輝き 戸ノi、すけ 司/h子二 月2キ谷1前

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
生

7 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 年月

29 21 13 16 12 14 3 1 22 28 24 20 19 日

"--

女
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

滑
恵、

吉 上 曲 上 f主
)1/ ホ 海

中 久 砂 里 上
所

正、

渡 丹 本目 桑 手口 渡
氏部 原 原 田 音日

、、、 トイ
サ ヨ ン 名

子 賓 ヲ ノ 子 薫

81 61 83 80 90 88 年
齢

8 8 8 8 8 8 死
亡

7 7 7 7 7 6 年
月

20 15 17 17 12 29 日

i度 丹 中目 桑 羽目 J度
世

音E 原 原 田 吉日
宵'*

茂 安巨口ヨ 義
主

子 賓 則 明 tzt主 要



口がん検診口予防接種口乳幼児健診

実施日 検診項目 受付時間 検診場所

8月29日同
脅 午前 7:30-9:00 

健康センター
大腸・子宮・乳・甲状線 午前 7:30-10:00

8汚30日後)
胃 午目Ij7:30-9:00 

健康センター
大腸・子宮・撃し・甲状線 午前 7:30-10:00

9月5日休)
間 午前 7:30-9:00 

健康センター
大腸・子宮・乳・閉状線 午前7:30-10: 00 

9月6日(金)
胃 午前7:30-9: 00 

健康センター
大腸・子宮・乳・甲状線 午前7:30-10:00

脅 午別7:30-9: 00 
永野集会所9 Fl10日伏) 大腸 午前 7:30-10:00

トー 1 -
|胃 午前 8:00-9:30 

10月31日休)大腸・子宮・手L'甲状腺 午前 8:00-10:00 健康センター

※ 7月14日に行いました誕生日がん検診の該当の方で、受診希望の方は上記日程でも受
診できます。

※ 8月、 9月の検診該当は、則之内東・則之内西・北方東・北方西・南方東・南方西地
区ですが、今まで受診されてない他地区の方の受診も結構です。
なお、 10月は未受診者検診の予定です。

砂場所健康センタ-2階 砂持参品 母子健康手帳、体温計

ワクチン名 日 時 対象児と注意事項

1 歳~7 歳 6 カ月の者

9月4日(水) ※百日ぜきにかかったことのある方は二種混
コ種混合

合(ジフテリア・破傷風)を受付で申し出て午後 2 時~3 時

受けてください。

-歯科検診

砂日 時 9 月 19 日(木)受付:午前 9 時~10時30分

午後 1 時~2 時30分

砂場所 健康センタ-2階

砂対象児 1歳~就学前の幼児

砂内 容 歯科診察、フッ素 ・サホライド塗布、ブラッシング指導

砂持参品 母子健康手帳・歯ブラシ・タオル

惨料金 200円

-乳幼児健康相談

惨日時 毎週水曜日午前 9 時~12時

砂場所 健康センター 1階

砂持参品 母子健康手帳

砂内容 身体測定、育児相談

~ 



口当番底口健康講盛口健康相談口犬

9月の当番医 I 

[診療時間]

午前8時30分

午後 5時30分

日 当 番 医 イ主 pJi 電話番号
卜一一一一一一一一ト一一一

1日(日) いのうえ小児科 重信町北野田 955-0055 
ト一一

8B(日) 友愛内科小児科 松山市水泥町 976-6262 

15日(日) くぼた内科 松山市北梅本町 970-0011 

16日(月) 西本整形外科 重信町田窪 964-1611 

22日(日) 増田整形外科 松山市南梅本町 970-2020 

23日(月) 辻井循環器内科小児科 重信町田窪 964-0013 

29日(自) 藤石病院 重信町志津川 964-1234 

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

前

9
時
j
ロ
時

V
場

所

健

康

セ

ン

タ

ー

1
階
運
動
指
導
室

-
こ
乙
ろ
の
健
康
相
談
圏
一
自
民
切
れ
民
見
沼

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、
お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

V
日
時
9
月
幻
自
衛
午
前
9
時
羽
八
刀
j
ロ
時

V
場
所
健
康
セ
ン
タ
ー
忍
び
家
庭
訪
問

-
リ
ハ
ビ
リ
昆

J

日
原
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

d

y

t

L

 

理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
回
復
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

後

1
時
j

3
時

V
場

所

ガ

リ

ラ

ヤ

荘

-E司君君E・
-
い
き
い
き
健
康
講
座

『
漢
方
つ
て
な
あ
に
?
』

講
師
/
愛
媛
大
学
医
学
部

二

宮

裕

幸

先
生

9
月
初
日
明
午
後
1
時
羽
分
j

3
時

....可V

I嘉 日

所時

健
康
セ
ン
タ
ー
2
階

野犬買い上げ

毎週月曜日

午前 8 時30分~1O時

不用犬引き取り、

時砂日

健康センター

印鑑、登録している犬は鑑札、

狂犬病予防注射清票

所

砂持参品

砂場



(埋蔵文化財発掘現場)

畑

G証亘〉

揚

-
a 

発
掘
す
す
む

現

場

夏
の
強
い
日
射
し
が
容
赦
な
く

照
り
つ
け
る
現
場
で
、
黙
々
と
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
作
業
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
北
方
の
揚
畑
で
、
川

上
農
協
育
雛
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
開
発
の
た
め
、
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。
発
掘
調
査
は
、
ま
ず
、
表
土
を

重
機
で
は
ぎ
、
後
は
人
海
戦
術
で

少
し
ず
つ
掘
り
さ
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

作
業
員
の
中
に
は
、
女
性
の
方
も

多
く
、
炎
天
下
の
作
業
は
、
予
想

以
上
に
重
労
働
と
な
り
ま
す
。

掘
り
さ
げ
作
業
で
は
、
弥
生
時

代
の
土
器
片
や
石
包
丁
(
未
完
成

品
)
、
紡
錘
車
な
ど
の
遺
物
が
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
現
場
を

の
ぞ
い
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

月-

仏事に欠かせないものにシキミ(シキビと

もいう)がありますが、川内町は、このシキ

ミの産地として有名で、町内のあちらこちら

でシキミが植栽されています。

このシキミの大木としては、滑川光明寺の

庫裏の東側にあるツガの木のかげに胸高幹周

1m、高さ10mのものがあります。

身の丈ほどのシキミしか見たことのない人

が、この大木を見て、あのシキミだとわかる

人がはたして何人いるでしょうか。

気になる

シキミ〆・“，〆


